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法
人
会
は
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

　企
業
の
発
展
を
支
援
し
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
し
、
国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
経
営
者
の
団
体
で
あ
る



平
成
28
年
度
功
労
者
へ
感
謝
状
を
贈
呈

宇
都
宮
税
務
署
長
感
謝
状
受
賞
者

髙橋会長

倉井関東信越税理士会宇都宮支部長

星宇都宮税務署長

第５回 通常総会を開催

成
28
年
６
月
16
日
㈭
市
内
大
通
り

「
宇
都
宮
東
武
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ
」
に

お
い
て
会
員
２
１
２
名
（
別
途
委
任
状
２
，
４

８
４
名
）
お
よ
び
来
賓
多
数
出
席
の
も
と
第
５

回
（
通
算
49
回
）
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　
議
事
で
は
報
告
事
項
と
し
て

①
平
成
28
年
度
事
業
計
画
　

②
平
成
28
年
度
収
支
予
算

③
平
成
29
年
度
税
制
改
正
提
言
に
つ
い
て
の

　
報
告
が
あ
り
、
引
き
続
き
議
案
の
審
議
に

　
入
っ
た
。

　
第
１
号
議
案
の
平
成
27
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お

り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　
第
２
号
議
案
　
役
員
一
部
変
更
承
認
の
件

に
つ
い
て
も
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　
議
事
終
了
後
、
宇
都
宮
税
務
署
長
感
謝
状

贈
呈
並
び
に
宇
都
宮
法
人
会
功
労
者
に
対
し

感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
、
会
員
増
強
運
動
、

福
利
厚
生
制
度
の
推
進
に
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
機
関
、
支
部
、
個
人
に
対
し
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
な
お
、
総
会
議
案
資
料
に
つ
い
て
は
当
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
公
開
欄
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　本
年
の
通
常
総
会
に
お
い
て
、
永
年
に

亘
り
法
人
会
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
役
員

お
よ
び
平
成
27
年
度
の
会
員
増
強
、
福
利

厚
生
制
度
の
推
進
に
功
績
の
あ
っ
た
機
関
、

支
部
、
個
人
に
対
し
会
長
よ
り
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
た
。

（
敬
称
略
）

平

　
永
年
に
亘
り
税
務

行
政
の
円
滑
な
推

進
に
貢
献
し
た
者

㈱
横
松
建
築
設
計

　
事
務
所

　
　 

　
横
松
　
宏
明

２



会
員
増
強
功
労
者

福
利
厚
生
制
度
推
進
功
労
者

①
機
関
（
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
機
関
）

㈱
栃
木
銀
行

㈱
足
利
銀
行

Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
㈱
宇
都
宮
支
店

②
支
部
（
目
標
達
成
し
た
支
部
）

さ
く
ら
支
部

陽
南
幕
田
支
部

清
住
塙
田
支
部

石
井
横
田
支
部

西
原
花
房
支
部

マ
ロ
ニ
エ
支
部

御
幸
平
出
支
部

駅
東
支
部

城
山
支
部

細
谷
戸
祭
支
部

中
央
支
部

北
支
部

清
原
支
部

雀
宮
支
部

上
三
川
支
部

①
新
契
約
高
実
績
〈
上
位
３
支
部
〉

石
井
横
田
支
部

さ
く
ら
支
部

北
支
部

②
新
規
企
業
加
入
実
績
〈
上
位
３
支
部
〉

石
井
横
田
支
部

さ
く
ら
支
部

中
央
支
部

③
個
人
（
目
標
達
成
し
た
個
人
）

㈱
千
葉
建
設
　

㈱
か
ま
し
ん

㈱
ス
タ
ッ
フ
バ
ン
ク

㈱
帝
装
化
成

千
葉
　
恭
裕

若
井
　
　
勲

川
人
　
健
司

田
口
　
志
朗

１
．
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度

　
　（
大
同
生
命
保
険
）

③
新
契
約
高
実
績
〈
推
進
員
上
位
３
名
〉

大
同
生
命
保
険
㈱
宇
都
宮
支
社

　
　
　
　
〃

　
　
　
　
〃

中
平
真
希
子

荒
井
　
浩
代

後
藤
千
香
子

①
代
理
店

㈱
T
&
D
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
遠
藤
　
広
次

２
．
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド

　
　（
Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
）

①
会
員
企
業
加
入
率
〈
上
位
３
支
部
〉

３
．
が
ん
保
険
制
度

　
　（
ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
）

雀
宮
支
部

石
井
横
田
支
部

上
三
川
支
部

②
代
理
店

足
利
不
動
産
㈱

①
会
員
企
業
加
入
率
〈
上
位
３
支
部
〉

４
．
医
療
保
険
制
度

　
　（
ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
）

雀
宮
支
部

陽
南
幕
田
支
部

上
三
川
支
部

②
代
理
店

足
利
不
動
産
㈱

 ３



■

足
尾
植
林
活
動

■

管
内
小
学
校
花
苗
寄
贈

公益社団法人 宇都宮法人会  社会貢献活動委員会 平成28年度 社 会 貢 献 事 業

　
さ
く
ら
支
部
で
は
、
平
成
28
年

５
月
22
日
㈰
日
光
市
足
尾
町
松
木

地
区
に
お
い
て
、
宇
都
宮
西
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
宇
都
宮
短
期
大

学
附
属
高
等
学
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク

ト
ク
ラ
ブ
と
合
同
で
、
平
成
28
年

度
社
会
貢
献
事
業
「
足
尾
植
林
活

動
」
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

総
勢
60
名
で
延
べ
３
２
０
本
あ
ま

り
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
当
事
業
は
、
煙
害
で
荒
廃
し
た

足
尾
の
山
の
緑
化
活
動
を
通
じ
て
、

水
循
環
系
を
中
心
と
し
た
環
境
問

題
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
渡
良

瀬
川
源
流
地
域
の
問
題
を
考
え
、

も
っ
て
自
然
環
境
の
健
全
化
な
ら

び
に
地
域
社
会
の
伸
展
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
平
成
16
年
度
よ

り
開
催
し
、
今
回
で
13
回
目
と
な

り
ま
す
。

　
さ
く
ら
支
部
で
は
、
毎
年
こ
の

「
足
尾
植
林
活
動
」
に
参
加
す
る
と

と
も
に
苗
木
の
寄
贈
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ハ
ゲ
山
だ
っ
た
山

肌
に
年
々
緑
が
増
え
て
き
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
栃
木
県
の

自
然
を
取
り
戻
す
た
め
に
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
さ
く
ら
支
部 

支
部
長横

松 

宏
明

　
陽
南
幕
田
支
部
で
は
、
地
域
に

お
け
る
社
会
貢
献
が
何
か
で
き
な

い
も
の
か
と
の
発
案
が
出
さ
れ
、

支
部
役
員
会
を
基
に
様
々
な
目
論

見
を
持
ち
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

地
元
を
盛
り
上
げ
て
い
く
上
で
何

が
で
き
る
の
か
と
の
思
い
で
、
地

域
と
の
親
交
を
深
め
た
く
、
ま
た

何
を
す
れ
ば
継
続
が
で
き
る
の
か

と
の
議
論
の
末
、
管
内
の
小
学
校

４
校
を
対
象
に
、
卒
・
入
学
式
の

時
期
に
花
の
苗
を
贈
呈
す
る
事
を

決
め
ま
し
た
。

　
最
初
の
頃
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
取
り
計
ら
い
を
す
る
の
か
も
ま

ま
な
ら
ず
、
事
務
局
を
は
じ
め
宇

都
宮
市
役
所
等
へ
問
合
せ
な
ど
を

繰
り
返
し
、
今
か
ら
約
８
年
前
よ

り
こ
の
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
割
り
当
て
と
な
る
小
学

校
に
対
し
、
贈
呈
の
日
時
や
苗
の

リ
ク
エ
ス
ト
な
ど
を
入
念
に
打
合

せ
、
贈
呈
式
前
に
納
入
を
行
わ
せ

て
頂
き
、
今
で
は
贈
り
物
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
対
象
と
な
る
小

学
校
の
皆
様
に
「
贈
呈
式
典
」
と

の
形
を
お
取
り
頂
き
、
小
学
生
の

み
な
さ
ん
と
も
ふ
れ
あ
い
の
場
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
年
に
一
度
で
は
あ
り
ま
す
が
、

贈
呈
式
典
の
時
に
は
、
児
童
の
み

な
さ
ん
を
は
じ
め
、
諸
先
生
方
に

も
本
当
に
お
喜
び
を
頂
き
、
い
つ

し
か
我
々
も
そ
の
場
に
溶
け
込
み
、

心
か
ら
笑
顔

を
思
え
る
よ

う
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
後
も
継

続
し
て
い
き

た
い
と
考
え

て
お
り
ま

す
。

　
陽
南
幕
田
支
部

　
　
　
　
社
会
貢
献
活
動
委
員
長

田
中 

孝
幸

４



宇都宮市海道町８１２－４
宇都宮市中今泉１－１５－４ レジデンシア ルーチェレガロ メス ２０２
宇都宮市御幸ケ原町１８５－７
宇都宮市陽東２丁目２－２３
宇都宮市越戸３－１５－１１
宇都宮市陽東８丁目８－２７
宇都宮市宿郷２丁目６－２６
宇都宮市簗瀬町１４２－８
宇都宮市宿郷５－２２－６
宇都宮市宿郷５丁目１－１
宇都宮市城東２丁目２－１６
宇都宮市峰２丁目１０－２２
宇都宮市上桑島町５０４－１
宇都宮市下栗町８０５－１キャッスルテラE３
宇都宮市西川田１－４－２４ブレッスイング西川田 B－３－２
宇都宮市江曽島町１４２１－１５
宇都宮市鶴田町１４７５－８
日光市町谷３８４－２
宇都宮市鶴田町１３００－１２
宇都宮市鶴田１丁目１７－２７ユーミーつるた１－２０２
宇都宮市鶴田町３１５－４
宇都宮市小幡２丁目３－２３
宇都宮市河原町７－５フェニックス瑞雲５０８号室
宇都宮市氷室町１７３４－６
宇都宮市駒生町１３５９
宇都宮市駒生町１１３０－７
鹿沼市上石川１４８０グリーンピア１０５号
宇都宮市駒生町１３８６
宇都宮市新富町２－２６
宇都宮市御田長島町２０９－３
宇都宮市東谷町１１６－１
河内郡上三川町上蒲生２０９２－２
河内郡上三川町梁３４４
宇都宮市金田町６３７
宇都宮市宮山田町２０１０－２

中華料理
美容
ソフト開発
会計事務所
飲食業
飲食業
職別土木建築
飲食業
電気・通信機器
飲食業
不動産業
保険サービス業
その他の小売業
飲食業
保険サービス業
設備工事
自動車・部品
給排水衛生設備
美容
保険サービス業
広告業
司法・行政書士
旅行業
履物
その他の製造業
設備工事
保険サービス業
不動産賃貸
自動車・オートバイ
自動車・オートバイ
飲食業
飲食業
造園工事
サービス業
設計事務所

中華料理街道
ビューティースパ シュプレーム
㈱スカイフィッシュ
永山税務会計事務所
マルシンラーメン
炭火焼和牛ホルモン みらい
匠上心㈱
㈱野村ファーム
田中商事㈱宇都宮営業所
㈱甲羅 宇都宮店
レイヤーノート㈱
アフラック生命保険募集代理店 天野雅彦
㈲栃木ビジネス
レストランぬくもり
アフラック生命保険募集代理店 船田浩之
久山設備
㈱ ICB
㈲メンテナンス下野
㈱サミットインターナショナル代理店
アフラック生命保険募集代理店 本藤真由美
IRO creative factory
矢口修一司法書士事務所
㈱旅らんど
㈲池田履物店
㈲小森製作所
高橋設備設計事務所
アフラック生命保険募集代理店 柴原久男
ポワールガーデン
ケンオートモービル
sarissa
あたりや
居酒屋 鳥美
小峰造園土木
税理士法人あすなろ
小林建築企画設計監理事務所

安　井　品　美
和　氣　有　海
大　塚　雅　永
永　山　健　郎
綱　川　義　彦
涌　井　未　来
川　野　三　夫
野　村　剛　久
笠　原　知　樹
新　田　奈津紀
大　貫　義　久
天　野　雅　彦
金　田　信　男
金　子　善　彦
船　田　浩　之
久　山　秀　人
井　上　隆　弘
野　田　貴　文
塚　田　恵　子
本　藤　真由美
船　見　卓　裕
矢　口　修　一
金　子　　　慎
池　田　栄　治
小　森　道　夫
髙　橋　宏　之
柴　原　久　男
相　羽　正　美
福　田　賢一郎
大　島　孝　行
金　敷　夕　佳
稲　川　　　洋
小　峰　　　啓
恩　田　佳　枝
小　林　信　一

新会員紹介 （平成28年３月～平成28年５月入会）

所属支部 法人名 代表者 住　　所 業　　種
マロニエ支部

御幸平出支部

駅 東 支 部

石井横田支部

陽南幕田支部

さくら支部

清住塙田支部
中 央 支 部
清 原 支 部
城 山 支 部

雀 宮 支 部

上三川支部

上河内支部

広告の申込・お問い合わせは

A４版

028-648-9466TEL 028-648-9468FAX

裏表紙

有料広告
４月、７月、
10月、１月 発行

掲載の
ご案内

年
４
回

公益社団法人 宇都宮法人会

■料金表

A４版 ●１段…………
●１段1/2段…

10,000 円
5,000 円

中　面

●1/2段………
●１段…………

30,000 円
20,000 円

５



動
き
出
す「
水
素
社
会
」／
東
京
五
輪
で
普
及
加
速
へ

水
陸
で
燃
料
電
池
を
活
用

特 集

いとう・じゅいちろう　東京都生
まれ。学習院大学卒業後、産経新
聞社に入社し、文化部、経済部、
社会部などを経て 2002 年から科
学部。現在は文部科学省の科学技
術部門を担当し、原子力から地震、
宇宙、物理、化学、生物、ＩＴまで、
幅広い分野を取材対象としてい
る。著書に「生きもの異変　温暖
化の足音」（共著、扶桑社刊）、「新
ライバル物語 闘いが生む現代の
伝説」（共著、柏書房）などがある。

伊藤壽一郎■筆者紹介

産
経
新
聞
科
学
部
記
者

　
　伊
藤

　壽
一
郎

　燃
や
し
て
も
、
地
球
温
暖
化
の
原
因

と
な
る
二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
な
い
水

素
は
、
燃
料
電
池
で
空
気
中
の
酸
素
と

反
応
し
て
電
力
を
作
り
出
す
こ
と
が
で

き
る
、
最
も
有
望
な
次
世
代
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
そ
の
た
め
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
削
減
で
国
際
社
会
へ

の
貢
献
を
強
調
し
た
い
国
と
、
地
球
環

境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
低
炭
素
都
市
を

目
指
す
東
京
都
は
、
2
0
2
0
年
開
催

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
舞
台
に
、
水
素
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

中
心
に
据
え
る
「
水
素
社
会
」
の
実
証

実
験
を
実
施
。
観
客
輸
送
や
競
技
施
設

な
ど
の
電
力
供
給
に
水
素
を
積
極
活
用

し
て
高
い
技
術
力
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
日
本
の
持
続
的
な
成
長
に
つ
な
げ

る
構
想
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆
電
力
や
熱
を
供
給

　メ
イ
ン
会
場
と
な
る
新
国
立
競
技
場

（
新
宿
区
）
や
、
中
央
区
晴
海
に
建
設
す

る
選
手
村
に
は
、
燃
料
電
池
や
水
素
の

燃
焼
装
置
を
設
置
し
て
、
施
設
内
の
照

明
や
冷
暖
房
な
ど
に
使
う
電
力
、
温
水

を
供
給
し
ま
す
。

　燃
料
電
池
車
の
普
及
も
強
力
に
推
進

し
ま
す
。
競
技
会
場
と
都
心
を
結
ぶ
た

め
新
た
に
導
入
す
る
次
世
代
都
市
交
通

シ
ス
テ
ム
の
一
部
に
採
用
。
さ
ら
に
導

入
費
用
の
補
助
制
度
な
ど
を
設
け
る
こ

と
で
、
20
年
ま
で
に
燃
料
電
池
で
走
る

乗
用
車
な
ど
を
6
0
0
0
台
、
バ
ス
を

1
0
0
台
以
上
に
増
や
す
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

　当
然
、
水
素
供
給
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

も
必
要
で
す
。「
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
ま
だ
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
が
、
20

年
ま
で
に
都
内
35
か
所
に
増
強
。
平
均

的
な
速
度
で
走
行
し
た
場
合
、
15
分
で

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
到
達
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。

　観
光
客
の
急
増
で
陸
上
交
通
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
国
土
交
通
省
な

ど
は
、
燃
料
電
池
で
航
行
す
る
水
上
バ

ス
や
屋
形
船
を
活
用
す
る
こ
と
も
検
討

し
て
い
ま
す
。

◆
２
０
３
０
年
以
降
に
本
格
化

　需
要
拡
大
は
供
給
コ
ス
ト
の
低
下
に

つ
な
が
り
ま
す
。
都
は
20
年
ま
で
に
、

燃
料
電
池
車
用
に
供
給
す
る
水
素
の
価

格
を
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
燃
料
代
と

同
等
以
下
に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。
供
給
す

る
水
素
は
当
面
、
石
油
や
天
然
ガ
ス
な

ど
を
高
温
で
水
蒸
気
と
反
応
さ
せ
る
な

ど
し
て
作
る
方
法
が
主
流
で
す
。
短
時

間
で
低
コ
ス
ト
に
大
量
生
産
で
き
ま
す

が
、
製
造
時
に
二
酸
化
炭
素
が
生
じ
て

し
ま
い
ま
す
。

　ま
た
水
素
ガ
ス
は
引
火
し
や
す
い
の

で
、
窒
素
と
反
応
さ
せ
て
ア
ン
モ
ニ
ア

の
液
体
に
し
て
か
ら
運
ぶ
な
ど
運
搬
時

の
安
全
性
向
上
も
重
要
。
燃
料
電
池
の

効
率
向
上
も
必
要
で
す
。

　こ
の
た
め
内
閣
府
の
作
業
部
会
は
水

素
社
会
実
現
へ
の
工
程
表
を
作
成
し
、

東
京
五
輪
ま
で
を
普
及
開
始
期
間
と
位

置
付
け
ま
し
た
。
こ
の
期
間
の
う
ち
に
、

二
酸
化
炭
素
が
生
じ
な
い
水
素
の
製
造

技
術
な
ど
を
確
立
す
る
計
画
で
す
。
そ

の
後
、
20
〜
30
年
に
普
及
を
拡
大
し
、

30
年
以
降
に
本
格
的
な
水
素
社
会
の
実

現
に
つ
な
げ
ま
す
。
水
素
に
関
連
す
る

産
業
の
裾
野
は
広
い
た
め
、
経
済
成
長

に
も
大
き
く
貢
献
し
そ
う
で
す
。

◆
晴
海
が
「
水
素
タ
ウ
ン
」
に

　選
手
村
が
整
備
さ
れ
る
東
京
都
中
央

区
の
晴
海
地
区
は
五
輪
終
了
後
、
都
が

「
水
素
タ
ウ
ン
」
と
し
て
再
整
備
す
る
計

画
で
す
。

　同
地
区
に
は
選
手
や
大
会
役
員
な
ど

計
約
1
万
7
0
0
0
人
の
滞
在
用
に
、

14
〜
17
階
建
て
の
住
宅
約
20
棟
を
建
設
。

大
会
後
は
50
階
建
て
の
超
高
層
住
宅
2

棟
や
商
業
施
設
、
学
校
な
ど
も
加
え
て
、

約
6
0
0
0
戸
の
住
宅
を
抱
え
る
新
し

い
街
が
生
ま
れ
ま
す
。

　地
域
内
に
は
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

設
け
て
燃
料
電
池
車
の
利
用
を
促
進
。

水
素
を
送
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
張
り
巡

ら
せ
、
各
建
物
に
備
え
た
燃
料
電
池
で

発
電
し
ま
す
。

　ま
た
、
水
素
か
ら
電
力
と
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
み
出
す
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
用
の
発
電
・
燃
焼
装
置
も
設
置
。

水
素
由
来
の
電
力
や
温
水
を
供
給
す
る

取
り
組
み
も
行
い
ま
す
。
世
界
に
先
駆

け
た
晴
海
の
水
素
タ
ウ
ン
、
誕
生
が
楽

し
み
で
す
ね
。

６
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嶋

　俊
三

ながしま・しゅんぞう1947 年生ま
れ。明治大学卒。新聞記者、TVディ
レクターを経て、79 年より ( 財 )
高年齢者雇用開発協会発行の月刊
誌『エルダー』の編集を創刊から
担当。2011 年 6 月、独立行政法
人高齢・障害者雇用支援機構を退
職。著書に『60 歳からの仕事』（清
家篤慶應義塾大学教授と共著、講
談社刊）、『エージレス就業社会』
（共著、日本能率協会マネジメント
センター刊）などがある。

長嶋 俊三■筆者紹介

生
産
性
を
上
げ
る

　
　
　つ
の
職
務
再
設
計
デ
ザ
イ
ン

９

身
体
機
能
の
補
完
は

　生
産
性
ア
ッ
プ
の
基
本

働
き
甲
斐
を
生
む

情
報
処
理
機
能
を
補
完
す
る

　
高
齢
者
雇
用
に
生
産
性
ア
ッ
プ
は
欠

か
せ
な
い
。
加
齢
に
伴
う
心
身
機
能
の

衰
え
を
補
完
し
て
生
産
性
を
上
げ
る
に

は
職
務
再
設
計
が
有
効
で
あ
る
。
で
は
、

そ
の
基
本
デ
ザ
イ
ン
を
解
説
し
よ
う
。

1
〈
作
業
姿
勢
の
改
善
〉
加
齢
に
よ
る

筋
肉
の
低
下
、
硬
化
が
原
因
で
、
少
し

重
い
も
の
を
持
ち
上
げ
る
だ
け
で
腰
痛

に
な
っ
た
り
、
ま
た
長
時
間
の
前
傾
姿

勢
に
よ
っ
て
強
い
身
体
的
疲
労
を
感
じ

た
り
す
る
。
無
理
な
姿
勢
で
作
業
し
な

く
て
も
よ
い
よ
う
に
す
る
改
善
は
、
仕

事
を
し
や
す
く
す
る
基
本
で
あ
る
。
2

〈
重
量
物
搬
送
の
改
善
〉
重
量
物
の
取
り

扱
い
は
、
大
き
な
負
担
と
な
る
。
重
量

物
の
上
げ
下
げ
や
搬
送
は
、
で
き
る
か

ぎ
り
入
手
に
頼
ら
ず
、
機
械
化
、
道
具

化
す
る
こ
と
。
3
〈
作
業
負
荷
軽
減
〉

職
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
負
荷
が
あ

る
。
高
齢
者
が
現
役
と
し
て
働
く
た
め

に
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
無
理
な
や
り

に
く
い
作
業
な
ど
は
、
き
め
細
か
く
排

除
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
4
〈
指

先
機
能
に
関
す
る
改
善
〉
指
先
、
手
の

機
能
低
下
は
他
の
部
位
と
比
較
し
て
遅

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
指
先

の
筋
力
の
低
下
、
巧
緻
性
の
低
下
、
震

え
な
ど
は
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
、

こ
れ
を
補
完
す
る
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

　
5
〈
判
断
機
能
に
関
す
る
改
善
〉
加

齢
に
よ
り
大
脳
に
お
け
る
情
報
処
理
機

能
は
低
下
す
る
と
い
わ
れ
る
。
と
く
に

短
期
的
記
憶
、
速
さ
を
必
要
と
す
る
情

報
処
理
な
ど
は
加
齢
の
影
響
を
受
け
や

す
い
と
い
わ
れ
、
ミ
ス
発
生
の
可
能
性

も
高
く
な
っ
て
く
る
。
従
っ
て
こ
の
種

の
改
善
は
、
情
報
処
理
を
容
易
に
す
る

と
い
う
視
点
か
ら
ミ
ス
防
止
を
主
眼
に

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
6〈
扱
い
や
す
さ
、

安
全
へ
の
改
善
〉
特
定
の
身
体
機
能
の

低
下
が
指
摘
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、
仕

事
の
ム
リ
、
ム
ダ
を
追
究
し
、
作
業
を

安
全
で
、
や
り
易
い
よ
う
に
改
善
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
7
〈
勤
務
時
間
に
関
す
る
改
善
〉
高

齢
期
に
な
る
と
、
人
に
よ
り
そ
の
就
業

ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
く
る
。
高
齢
者

の
能
力
を
活
か
し
長
く
勤
務
し
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
勤
務
形
態
の
面
で
も
工

夫
が
必
要
で
あ
る
。
生
活
や
体
力
を
考

慮
し
て
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を

導
入
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。
8
〈
働

き
甲
斐
を
工
夫
す
る
〉
単
純
作
業
の
連

続
や
機
械
の
速
さ
に
あ
わ
せ
た
作
業
は
、

高
齢
者
で
な
く
て
も
辛
い
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
働
き
甲
斐
を
阻
害
し
て
い
る

環
境
や
作
業
の
分
担
な
ど
を
考
慮
し
な

が
ら
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

9
〈
高
齢
者
職
場
の
開
発
〉
高
齢
者
の

能
力
の
蓄
積
に
着
目
し
て
、
高
齢
者
だ

か
ら
持
つ
優
れ
た
側
面
を
活
用
す
る
視

点
か
ら
、
高
齢
者
の
職
場
、
会
社
と
し

て
独
立
さ
せ
る
な
ど
の
方
法
も
考
え
ら

れ
る
。
高
齢
者
の
視
点
か
ら
の
改
善
は
、

若
い
社
員
に
は
そ
れ
以
上
に
働
き
や
す

く
な
り
、
全
体
的
な
生
産
性
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
。

７
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企 業 紹 介

□住所：宇都宮市中里町264-9
□ＴＥＬ：０２８‐６８０‐４０５０　□ＦＡＸ：０２８‐６７４‐１２６３
□事業種：とび工事業

株式会社 たいよう足場
代表者／手　塚　克　幸

□住所：宇都宮市野沢町474-10 NJCビル
□ＴＥＬ：０２８‐６６６‐３３３０　□ＦＡＸ：０２８‐６６‐３３３５
□事業種：情報通信機器施工・販売
□ＵＲＬ：http://www.njcmiya.co.jp

株式会社 新日本通信
代表者／高　柳　代　造

　栃木県内を中心に安全な生活を守るための防犯対策（事務所・
倉庫等のセキュリティシステム・防犯カメラ / 監視カメラ・ヘ
ルスケア商品）、ひかり回線を使ったトータルネットワーク環
境（ビジネスフォン・マルチメディア複合機・インターネット
環境）、また、ホームページやウィルスソフト・UTM のご提案
をさせていただきます。 お気軽にお問い合わせください。

□住所：宇都宮市曲師町4-3（オリオン通り・東口）
□ＴＥＬ：０２８‐６３３‐５５１５　□ＦＡＸ：０２８‐６３５‐７３３６
□事業種：時計小売

有限会社 長谷川時計店
代表者／長　谷　川　　正

～信頼と誠実をモットーに、地元に愛され88年～
　当社は昭和３年の創業以来、私たちが何よりも大切にしてき
たのはお客様からの信頼です。いつの時代も新しい感性で高品
質な商品を選び抜き「本物の価値」ならではの満足をお届け致
します。
　国産腕時計を中心に、掛時計・置時計等の個人・法人向けの
記念品の文字入れも一個から応じております。
　お客様の身近な存在としてお役に立てるよう努力して参ります。

お気軽にご用命、ご相談ください。

□住所：宇都宮市花房2-9-27　□ＴＥＬ：０２８‐６３３‐３１２１
□ＦＡＸ：０２８‐６３３‐０６３７　　□事業種：金融業
□ＵＲＬ：http://www.karashin-bank.co.jp/

烏山信用金庫 宇都宮南支店
支店長／桐　花　昇　市

　烏山信用金庫は、「地域とともに明日をめざして」をモットーに地
域とお客様との絆を大切に、利便性や質の高い金融サービスの提供に
努めており、現在「お取引先企業等に対するコンサルティング機能の
発揮」「地域社会への積極的な参画」「地域や利用者に対する積極的
な情報発信」を柱に課題解決に関するサポートメニューに取組んでお
ります。
　当宇都宮南支店は、昭和53年11月の開店以来、地域の皆様に支え
られ営業を続けてまいりました。今後とも「地域との絆」と「ふれあ
い」を育みながら皆様のお役にたてるよう職員一同日々努力をしてま
いりますので、変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　“現場を照らす太陽でありたい”をモットーに、平成24年12月
に設立しました。マナーを大切にする職人集団として、平均年
齢30歳の活気に満ちた若いスタッフたちが、栃木県内の現場を
中心に従事しています。
　終業時には一日の業務を振り返り、反省点等について全社員
で意見交換を実施し、着実に職人として成長できるよう努め、
お客様の更なる満足度向上に寄与するよう、社員一丸となって
取り組んでおります。全社員が職人としての自覚を持ち、妥協
を許さない、迅速・丁寧な施工をいたします。ご用命の際は、
お気軽にお電話ください。
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企 業 紹 介

□住所：宇都宮市清原台４丁目20-35
□ＴＥＬ・ＦＡＸ：０２８‐６６７‐２２２３　□事業種：飲食業
□営業時間：AM11:00～PM2:00・PM5:00～PM8:00
□定休日：木曜日

そば処 泰盛
代表者／細　谷　信　也

　当店は平成４年にオープンしたおそば屋さんです。おすすめ
は、そばと丼物をセットにしたランチメニュー（日曜以外）で、
リーズナブルな価格でお腹いっぱいになっていただけるように
考えました。
　お近くにお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。

〈炭火焼肉 暁〉
□住所：宇都宮市鶴田町3397-16　□ＴＥＬ：０２８‐６６６‐０８８６
〈炭焼酒場 どらえもん〉
□住所：宇都宮市御幸町290-3 　　□ＴＥＬ：０２８‐６６６‐４９４０
□事業種：飲食業

株式会社 暁
代表者／渡　邉　　 暁

　高品質なお肉やこだわりの炭火串焼きなどのお料理、豊富な
種類のお酒がリーズナブルな価格でお楽しみいただけます。
　各種宴会・パーティーにも対応いたしますので、予算やコー
ス内容等もご相談ください。
　元気で明るいスタッフが心を込めておもてなしいたします。

□住所：宇都宮市陽東2丁目14-8
□ＴＥＬ：０２８‐６８３‐７５６７　□ＦＡＸ：０２８‐６８３‐７５６８
□事業種：建設業

㈱宇都宮ユーミー建設
代表者／弓　場　昭　大

　弊社は栃木県内で約 250 棟、3,000 世帯の建設・管理・メン
テナンスまでを担う RC 賃貸マンション（ユーミーマンション）
建設会社です。
　全国では 6,200 棟、75,000 世帯あり、全国で広く支持を頂い
ております。
　ユーミーの理念「『ＹＯＵ＆ＭＥ』＝『ＹＯＵ（あなた）』を活
かし、そして『ＭＥ（私）』が活きる」を基本理念に、『入居者
第一主義』を大切に、地域を愛し、そして地域に愛される、ユー
ミーブランドとなり、その責任を守り、地域に根付いていきた
いと思います。

□住所：宇都宮市下田原町2818-6
□ＴＥＬ：０２８‐６７２‐８１００　□ＦＡＸ：０２８‐６７２‐８１０１
□事業種：学校教材販売

有限会社 オオツボ教材社
代表者／大　坪　武　雄

　当社は昭和54年創業、平成９年に後継が決まり、法人化いた
しました。今年で18期目になります。
　主に市内の小中学校へ教材を届けております。幼稚園から生
涯学習センターまでお声をかけていただいておりますので、取
り扱いアイテムは多岐にわたります。
　教材のソフトウェア等ツールも日々進化しており、ロボット
工学の入門書のような教材も増えてきました。日々、勉強だと
思っています。
　これからも学校や地域のお役に立てるよう努力してまいりま
すので、ご愛顧をよろしくお願いいたします。



法人番号は、マイナンバーとは異なり、
利用範囲の制約がなく、どなたでも自由に
ご利用いただくことができます。

平成 28 年５月 24 日現在　国税庁広報用資料より

マイナンバー
キャラクター
マイナちゃん

10



税務署
だより

宇都宮税務署からのお知らせ

法人番号の利活用

法人番号で わかる。 つながる。 ひろがる。
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６
月
14
日
㈫
に
宇
都
宮
東
武
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
デ
に
お
い
て
、
御
来
賓
に
宇
都

宮
税
務
署
　
本
川
副
署
長
、
手
塚
統
括

国
税
調
査
官
、
斉
藤
上
席
調
査
官
、
親

会
髙
橋
会
長
、
村
井
女
性
部
会
長
を
お

招
き
し
、
青
年
部
会
第
42
回
定
時
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
事
業

報
告
、
決
算
報
告
、
平
成
28
年
度
の
事

業
計
画
（
案
）、
収
支
予
算
（
案
）
が

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
の
青
年
部
会
は
会
員
企

業
の
経
営
者
お
よ
び
法
人
会
役
員
の
後

継
者
育
成
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
法

人
会
活
動
推
進
の
担
い
手
と
し
て
法
人

会
の
行
う
事
業
活
動
に
積
極
的
に
参
画

し
、
法
人
会
活
動
の
充
実
と
活
性
化
に

寄
与
す
る
こ
と
を
事
業
活
動
方
針
に
掲

げ
、
昨
年
に
引
き
続
き
経
営
者
育
成
セ

ミ
ナ
ー
・
租
税
教
室
開
催
に
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
租
税
教
育
活
動
の
試

み
と
し
て
、
来
年
２
月
に
女
性
部
会
の

皆
様
に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
大
型

商
業
施
設
で
の
『
税
金
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ

ズ
』
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
総
会
後
に
は
、
宇
都
宮
税
務
署
　
斉

藤
上
席
調
査
官
を
講
師
に
お
迎
え
し

『
法
人
番
号
の
利
活
用
に
つ
い
て
』
と

題
し
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

５
月
15
日
㈰
宇
都
宮
城
址
公
園
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
フ
ェ
ス
タ
マ
イ

宇
都
宮
２
０
１
６
に
女
性
部
会
と
合
同

で
ブ
ー
ス
を
出
店
し
ま
し
た
。

　
青
年
部
会
で
は
、
こ
ど
も
た
ち
を
対

象
に
駄
菓
子
な
ど
を
販
売
し
、
共
同
で

出
店
し
て
い
る
女
性
部
会
の
実
施
し
て

い
る
税
の
紙
芝
居
に
こ
ど
も
た
ち
を
誘

導
し
ま
し
た
。
な
お
、
販
売
収
益
金
は

福
祉
団
体
等
へ
後
日
寄
付
予
定
で
す
。

　　
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
御
来
賓
の

皆
様
と
の
意
見
交
換
、
会
員
同
士
の
親

睦
を
深
め
、
今
年
度
の
事
業
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

今後の主な事業

第30回全国青年の集い
北海道大会９月９日

経営者育成セミナー９月・11月
宮の市　出店11月５日・６日
租税教室11月～２月
税金ウルトラクイズ
（女性部会合同事業）２月25日

県下青年部会合同講演会３月

議
長
を
務
め
る
伊
原
部
会
長

御
来
賓
の

宇
都
宮
税
務
署
本
川
副
署
長

御
講
演
く
だ
さ
い
ま
し
た

宇
都
宮
税
務
署

斉
藤
上
席
調
査
官

第
42
回
定
時
総
会
の
様
子

当
日
参
加
し
た
女
性
部
会
・
青
年
部
会
メ
ン
バ
ー

12



フ
ェ
ス
タ
マ
イ
宇
都
宮
２
０
１
６

　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ー
ス
出
店

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
福
島
大
会
」参
加

第
11
回
法
人
会

全
記
録

　広
報
委
員
長

　小
杉
恵
子

　
６
月
８
日

㈬
16
時
よ
り
、

ホ
テ
ル
丸
治

に
於
い
て
、

宇
都
宮
税
務

署
本
川
副
署

長
は
じ
め
多

数
の
ご
来
賓
の
皆
様
を
迎
え
て
、
通
常

総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
村
井
寛
子
部
会
長
は
、
二
年
目
を
迎

え
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
」「
税
の
　
　
ク
イ
ズ
」
等
租
税
教

育
に
力
を
注
ぎ
、
さ
ら
に
継
続
事
業
の

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、
国
立
病
院
機

構
宇
都
宮
病
院
に
手
作
り
の
介
護
用
品

を
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
事

業
計
画
の
実
現
と
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
共
に
地
域
社
会
に
貢

献
し
て
い
く
所
存
で
す
と
の
挨
拶
。

　
議
事
審
議
に
移
り
第
一
号
議
案
、
平

成
27
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

報
告
書
承
認
の
件
。
第
二
号
議
案
、
平

成
28
年
度
事
業
計
画
（案）
並
び
収
支
予
算

書
（案）
承
認
の
件
。
全
て
原
案
通
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
、
宇
都
宮
税
務
署
副

署
長
本
川
弘
様
か
ら
の
ご
祝
辞
を
は

じ
め
関
信
越
税
理
士
会
宇
都
宮
支
部
、

公
益
社
団
法
人
宇
都
宮
法
人
会
親
会

等
々
皆
様
か
ら
の
ご
祝
辞
を
項
戴
い

た
し
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
会
員

同
士
の
親
交
と
親
睦
を
深
め
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
ほ
ん
の
り
と
し
た
暖
か

さ
を
感
じ
た
ひ
と
時
は
、
新
た
な
会
員

12
名
を
迎
え
平
成
28
年
度
が
動
き
出
し

ま
し
た
。

　
６
月
８
日
㈬
ホ

テ
ル
丸
治
に
於
い

て
税
務
研
修
会
を

開
催
致
し
ま
し
た
。

　
宇
都
宮
税
務
署

税
務
広
報
広
聴
官

の
吉
沢
直
美
氏
に

よ
る
「
税
を
と
り

ま
く
環
境
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
税

務
署
や
国
税
庁
の

仕
事
、
２
０
１
６
年
度
国
家
予
算
の
説

明
や
納
税
の
歴
史
に
ふ
れ
、
変
わ
り
ゆ

く
税
の
あ
り
方
や
新
た
な
法
改
正
に
対

応
し
た
知
識
を
学
ん
だ
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

　５
月
15
日
㈰
今
年
も
夏
を
思
わ
せ
る

暑
い
日
差
し
の
中
、
宇
都
宮
城
址
公
園

に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
臨
時
バ

ス
も
運
行
し

沢
山
の
人
々

で
賑
わ
う
会

場
は
、
恒
例

と
な
っ
た
赤

い
は
っ
ぴ
姿

で
青
年
部
と

共
に
出
店
致

し
ま
し
た
。

「
税
金
ク
イ

ズ
」
は
、

ち
ょ
っ
と
難

題
の
税
の
歴

史
あ
れ
こ

れ
。
子
供
達

に
は
、
税
の

紙
芝
居
「
ド

ン
タ
く
ん
」
を
読
み
ま
し
た
。
税
を
考

え
伝
え
る
良
い
機
会
で
し
た
。

　４
月
14
日
㈭
「
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ

く
し
ま
」に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

桜
満
開
の
郡
山
市
の
会
場
は
、
４
１
８

会
１
８
０
６
名
の
参
加
者
。
物
産
展
・

展
示
コ
ー
ナ
ー
等
々
。
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
も
掲
示
さ

れ
、
記
念
講
演
で
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
大
和
田
新
様
か
ら
語
ら
れ
た
震

災
と
原
発
事
故
の
福
島
復
旧
復
興
の
様

子
に
心
打
た
れ
ま

し
た
。
同
日
21
時

26
分
震
度
７
を
観

測
す
る
熊
本
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様

に
は
、
心
よ
り
お

見
舞
い
を
申
し
上

げ
、
一
日
も
早
い

復
旧
復
興
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

○×
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理

会

税

士

役
員
報
酬
の

損
金
不
算
入
制
度
の
整
備

1
概
要

　
役
員
に
対
す
る
事
前
確
定
届
出
給
与

の
内
、
一
定
の
株
式
に
よ
る
給
与
は
、

納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
対
す
る
届

出
が
不
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

2
従
来
の
制
度

　
法
人
が
そ
の
役
員
に
対
し
て
支
給
す

る
給
与
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
給
与
の
い

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
の
額
は
、

そ
の
法
人
の
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金

額
の
計
算
上
、
損
金
の
額
に
算
入
し
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
定
期
同
額
給
与

　
そ
の
支
給
時
期
が
１
月
以
下
の
一
定

期
間
ご
と
で
あ
る
給
与
（
以
下
「
定
期

給
与
」
と
い
い
ま
す
。）
で
そ
の
事
業

年
度
の
各
支
給
時
期
に
お
け
る
支
給
額

が
同
額
で
あ
る
も
の

■
事
前
確
定
届
出
給
与 

　
そ
の
役
員
の
職
務
に
つ
き
所
定
の
時

期
に
確
定
額
を
支
給
す
る
旨
の
定
め
に

基
づ
い
て
支
給
す
る
給
与
（
定
期
同
額

給
与
及
び
利
益
連
動
給
与
（
利
益
に
関

す
る
指
標
を
基
礎
と
し
て
算
定
さ
れ
る

給
与
を
い
い
ま
す
。
以
下
同
じ
で
す
。）

を
除
き
ま
す
。）
で
、
定
期
給
与
を
支

給
し
な
い
役
員
に
対
し
て
支
給
す
る
給

与
（
同
族
会
社
に
該
当
し
な
い
法
人
が

支
給
す
る
も
の
に
限
り
ま
す
。）
以
外

の
給
与
に
あ
っ
て
は
納
税
地
の
所
轄
税

務
署
長
に
そ
の
定
め
の
内
容
に
関
す
る

届
出
を
し
て
い
る
も
の
（
届
出
要
件
）

■
一
定
の
利
益
連
動
給
与

　
同
族
会
社
に
該
当
し
な
い
法
人
が
そ

の
業
務
を
執
行
す
る
一
定
の
役
員
（
以

下
「
業
務
執
行
役
員
」
と
い
い
ま
す
。）

に
対
し
て
支
給
す
る
利
益
連
動
給
与
で

次
の
要
件
を
満
た
す
も
の
（
旧
法
34
①

三
、
旧
法
令
69
⑦
⑩
）

A
そ
の
算
定
方
法
が
、
そ
の
事
業
年

度
の
利
益
に
関
す
る
指
標
を
基
礎

と
し
た
客
観
的
な
も
の
で
、
次
の

要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と 

イ
確
定
額
を
限
度
と
し
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
か
つ
、
他
の
業
務

執
行
役
員
に
対
し
て
支
給
す
る

利
益
連
動
給
与
に
係
る
算
定
方

法
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
こ
と 

ロ
そ
の
事
業
年
度
開
始
の
日
の
属

す
る
会
計
期
間
開
始
の
日
か
ら

３
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、

報
酬
委
員
会
の
決
定
そ
の
他
適

正
な
手
続
を
経
て
い
る
こ
と

ハ
そ
の
内
容
が
、
前
述
ロ
の
決
定

又
は
手
続
の
終
了
の
日
以
後
遅

滞
な
く
、
有
価
証
券
報
告
書
に

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
一
定

の
方
法
に
よ
り
開
示
さ
れ
て
い

る
こ
と

B
前
述
A
の
利
益
に
関
す
る
指
標
の

数
値
が
確
定
し
た
後
１
月
以
内
に

支
払
わ
れ
、
又
は
支
払
わ
れ
る
見

込
み
で
あ
る
こ
と

C
損
金
経
理
を
し
て
い
る
こ
と

3
改
正
内
容

【
届
出
要
件
を
不
要
と
す
る
事
前
確
定

届
出
給
与
の
追
加
】 

　
事
前
確
定
届
出
給
与
に
つ
い
て
、
特

定
譲
渡
制
限
付
株
式
（※

１
）
及
び
そ

の
特
定
譲
渡
制
限
付
株
式
に
係
る
承
継

譲
渡
制
限
付
株
式
（※

２
）
に
よ
る
給

与
は
、
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
へ
の

届
出
が
不
要
と
さ
れ
ま
し
た
（
法
34
①

二
）。

※

１
　
特
定
譲
渡
制
限
付
株
式
（
そ

の
法
人
又
は
そ
の
法
人
と
の
間
に

一
定
の
関
係
が
あ
る
法
人
の
譲
渡

制
限
付
株
式
で
あ
っ
て
そ
の
役
務

の
提
供
の
対
価
と
し
て
そ
の
個
人

に
生
ず
る
債
権
の
給
付
と
引
換
え

に
そ
の
個
人
に
交
付
さ
れ
る
も
の

そ
の
他
そ
の
個
人
に
給
付
さ
れ
る

こ
と
に
伴
っ
て
そ
の
債
権
が
消
滅

す
る
場
合
の
そ
の
譲
渡
制
限
付
株

式
を
い
い
ま
す
）
の
う
ち
、
役
員

の
職
務
に
つ
き
株
主
総
会
等
の
決

議
（
そ
の
職
務
の
執
行
の
開
始
の

日
か
ら
１
月
を
経
過
す
る
日
ま
で

に
さ
れ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。）

に
よ
り
そ
の
役
員
の
職
務
に
つ
き

所
定
の
時
期
に
確
定
額
を
支
給
す

る
旨
の
定
め
（
そ
の
決
議
の
日
か

ら
１
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、

そ
の
職
務
に
つ
き
そ
の
役
員
に
生

ず
る
債
権
の
額
に
相
当
す
る
特
定

譲
渡
制
限
付
株
式
を
交
付
す
る
旨

の
定
め
に
限
り
ま
す
。）
を
し
た

場
合
に
お
け
る
そ
の
定
め
に
基
づ

い
て
交
付
さ
れ
る
も
の
に
限
り
ま

す
（
法
令
69
②
）。

※

２
　
承
継
譲
渡
制
限
付
株
式
と

は
、
合
併
に
よ
り
そ
の
合
併
に
係

る
被
合
併
法
人
の
特
定
譲
渡
制
限

付
株
式
を
有
す
る
者
に
対
し
交
付

さ
れ
る
そ
の
合
併
に
係
る
合
併
法

人
の
譲
渡
制
限
付
株
式
そ
の
他
の

一
定
の
譲
渡
制
限
付
株
式
を
い
い

ま
す
。

　
役
員
報
酬
の
損
金
算
入
に
つ
い
て

は
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
適
用
に
当
た
っ
て
は

事
前
に
税
務
署
や
税
理
士
な
ど
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

 

（
文
責

　関
東
信
越
税
理
士
会

　
　
　
　宇
都
宮
支
部

　田
村 

明
生
）
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　「
不
養
生
の
す
ゝ
め
」
と
は
、
私
の

大
学
の
同
級
生
（
柴
田
博
君
）
が
、
あ

る
雑
誌
に
連
載
し
て
い
る
読
み
物
の
題

で
あ
る
。

　
最
近
ま
と
め
て
出
版
す
る
と
雑
誌
に

出
て
い
た
の
で
、
も
う
出
て
い
る
か
、

そ
ろ
そ
ろ
出
版
さ
れ
る
頃
だ
と
思
う
の

で
、
一
読
を
お
奨
め
し
ま
す
。

　
最
近
健
康
ブ
ー
ム
か
ど
う
か
知
り
ま

せ
ん
が
、
健
康
に
関
す
る
も
の
の
宣
伝

が
新
聞
雑
誌
に
多
い
よ
う
で
す
。
調
べ

た
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、私
は
、

そ
の
健
康
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
、
そ
の
と

お
り
に
や
っ
た
と
し
て
、
は
た
し
て
病

気
に
な
る
確
率
は
減
り
、
長
生
き
し
成

果
が
上
が
っ
て
い
る
か
ど
う
か
疑
問
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
と
い
う
の
は
、
今
ま
で
、
我
々
が
生

ま
れ
て
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
大

変
な
こ
と
で
、
そ
う
簡
単
に
健
康
が
壊

れ
な
い
し
、
ま
た
壊
れ
た
も
の
が
簡
単

に
元
に
戻
る
訳
が
な
い
か
ら
で
す
。

　
人
間
の
寿
命
は
、
何
歳
く
ら
い
ま
で

伸
び
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
は
い

く
ら
延
命
し
た
と
し
て
も
1
1
0
才
位

が
限
界
と
思
っ
て
い
ま
す
。
2
0
5
0

年
に
は
三
分
の
二
以
上
の
確
率
で
、
日

本
人
の
平
均
余
命
は
90
才
を
超
え
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
病
気
の
人
は
医
師
の
指
示
に
従
っ
て

も
ら
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば

タ
バ
コ
で
す
が
、
統
計
的
に
は
肺
が
ん

の
原
因
の
一
つ
、
心
臓
血
管
系
の
病
気

の
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
た
ば

こ
を
吸
い
続
け
て
い
た
人
が
無
理
し
て

止
め
て
、
止
め
な
か
っ
た
人
と
く
ら
べ

て
（
同
一
人
で
比
べ
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
が
）
ど
う
か
を
考
え
た
時
、
す
ぐ
タ

バ
コ
を
止
め
る
ス
ト
レ
ス
を
考
え
た

時
、
も
ち
ろ
ん
止
め
ら
れ
る
な
ら
止
め

た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
が
、
無
理

し
て
止
め
た
と
し
て
、
や
め
た
だ
け
の

成
果
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
こ
と
は
ド
ー
ピ
ン
グ
で

問
題
に
な
っ
て
い
る
蛋
白
同
化
ホ
ル
モ

ン
で
す
。（
ベ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
飲

ん
で
有
名
に
な
っ
た
薬
で
す
。）
飲
ん

で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
一
生
懸
命
や
ら
な

い
と
成
果
が
表
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い

る
た
め
、
同
一
人
物
で
は
比
べ
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

成
果
が
飲
ま
な
か
っ
た
時
と
比
べ
た
場

合
、
い
く
ら
か
は
良
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
私
は
、
無
理
し
て
飲
む
程
良
い

結
果
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
人
間
、
生
き
て
い
く
に
あ
た
り
、
万

事
真
面
目
一
筋
ま
た
模
範
的
な
人
で
は

一
つ
も
面
白
く
な
い
し
、
世
の
中
つ
ま

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
糖
尿
病

の
人
も
、
い
つ
も
糖
尿
病
食
ば
か
り
で

は
参
っ
て
し
ま
う
の
で
、
１
週
１
回
く

ら
い
は
好
き
勝
手
に
食
べ
て
ス
ト
レ
ス

解
消
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
エ
ベ
レ
ス
ト

登
頂
に
成
功
し
た
か
ど
う
か
分
か
ら
な

い
ま
ま
、
帰
り
に
遭
難
し
て
有
名
に

な
っ
た
登
山
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
ロ
リ
ー

が
、〝
な
ぜ
山
に
登
る
か
〞
と
聞
か
れ

た
時
〝
山
が
そ
こ
に
あ
る
か
ら
だ
〞
と

答
え
た
人
が
、
こ
う
い
う
こ
と
を
言
っ

て
い
ま
す
。

　〝
良
い
事
に
は
感
心
し
、
悪
い
事
は

ま
ね
を
す
る
。
こ
れ
が
私
な
の
だ
〞と
。

　
私
は
皆
が
良
い
と
言
っ
て
い
る
こ
と

は
、
し
な
い
ほ
う
が
無
難
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
ど
う
考
え
ま
す
か
。

医師が語る健康のお話

ほうずみ整形外科内科・小児科医院 

院長　宝 住 与 一

不養生のすゝめ
ほうずみ・よいち
　日光市生まれ、宇都宮高校、北海道大学医学部卒業、昭和54年
宇都宮市で開業、宇都宮市医師会役員を経て、宇都宮市医師会
長、栃木県医師会長、日本医師会副会長を歴任

Yoichi Houzumi
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公益社団法人 宇都宮法人会

宇
都
宮
法
人
会

　

今
後
の
事
業
予
定（
主
な
も
の
）

月

日

行
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　場
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少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
人
口
減
少
・

需
要
減
少
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
き

た
。

　
デ
フ
レ
を
脱
却
す
る
た
め
、
マ
イ
ナ

ス
金
利
政
策
な
ど
も
っ
て
し
て
も
物
価

上
昇
２
％
達
成
は
困
難
で
あ
る
。

　
市
場
縮
小
も
一
つ
の
原
因
で
は
な
い

か
。
こ
の
事
は
、
今
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
、難
し
い
経
営
環
境
に
な
っ

た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
人
口
減
少
は
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
海
外
に
活

路
を
見
い
出
し
得
る
企
業
は
良
い
が
、

県
内
の
中
小
企
業
の
大
半
は
、
内
需
型

産
業
で
あ
る
。
市
場
縮
小
は
、
企
業
の

生
き
残
り
を
か
け
、
消
耗
戦
に
突
入
す

る
こ
と
に
な
る
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
業
界
の
中
に
「
レ
ッ
ド
オ
ー
シ
ャ
ン
」

「
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
」
と
言
う
言
葉
が

あ
る
。「
レ
ッ
ド
オ
ー
シ
ャ
ン
」
は
赤
い

海
、
即
ち
血
の
海
を
指
す
。
同
質
競
争

か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
熾
烈
な
消
耗
戦
と

な
り
厳
し
い
経
営
環
境
に
追
い
込
ま
れ

る
。

　「
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
」
と
は
、
青
い

海
、
即
ち
同
質
競
争
か
ら
抜
け
出
し
、

差
別
化
を
図
り
、時
代
の
ニ
ー
ズ
や
ウ
ォ

ン
ツ
（
顧
客
の
欲
求
）
を
的
確
に
捉
え

新
し
い
付
加
価
値
を
構
築
す
る
。
今
後

の
需
要
減
少
す
る
時
代
で
は
、
付
加
価

値
を
も
っ
て
生
産
性
の
高
い
企
業
づ
く

り
を
し
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
。「
差

別
化
」
と
い
っ
て
も
簡
単
に
対
応
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
伊
那
食
品
工
業
の

塚
越
会
長
が
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
の
賢
人
の

警
鐘
の
中
で
大
変
参
考
に
な
る
こ
と
が

書
か
れ
て
い
る
。
紹
介
さ
せ
て
頂
く
と
、

「
人
の
行
く
裏
に
道
あ
り
花
の
山
」
独
自

の
道
を
歩
む
勇
気
が
大
切
で
あ
る
と
説

い
て
い
る
。

　
し
か
し
、
独
自
の
道
を
や
っ
と
探
し

歩
ん
で
も
、
す
ぐ
真
似
さ
れ
て
し
ま
う
。

誰
も
経
験
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
は
「
方
法
論
」
で
あ
っ

て
「
道
」
で
は
な
い
と
、「
方
法
論
」
は

短
期
で
取
得
で
き
る
が
、
道
に
た
ど
り

着
く
に
は
そ
れ
な
り
の
時
間
が
か
か
る
。

道
と
は
経
営
者
の
生
き
て
き
た
証
で
あ

る
。
長
い
年
月
を
か
け
て
、
多
く
の
人

の
話
を
聞
き
、
沢
山
の
本
を
読
み
、
失

敗
や
成
功
の
体
験
を
積
み
上
げ
て
、
初

め
て
導
き
出
せ
る
「
あ
る
べ
き
姿
な
の

だ
」
と
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
人
の
行
か

ぬ
道
を
歩
め
る
人
、
そ
の
時
代
を
読
み

な
が
ら
、
次
世
代
経
営
者
や
社
員
達
の

た
め
に
必
要
な
投
資
が
出
来
る
人
と
説

い
て
い
ま
す
。
塚
越
会
長
の
こ
の
言
葉

に
全
て
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　
法
人
会
は
異
業
種
の
集
団
で
す
。
経

営
環
境
が
相
互
に
異
な
る
が
故
に
参
考

に
な
る
こ
と
が
沢
山
あ
る
と
思
う
。
法

人
会
各
企
業
が
相
互
の
企
業
発
展
の
た

め
、
情
報
を
共
有
し
、
努
力
し
て
行
き

た
い
も
の
で
す
。

清
原
支
部
　
支
部
長
　
若
井
　
勲

会
員
の
声

2016年 時局講演会

伊藤 聡子 氏
フリーキャスター

地域から日本を変える！

平成28年 9月 6日㈫

ベルヴィ宇都宮

日 時

講 師

場 所

無料入場料

18:00～19:40（受付 17:30）

中
小
企
業
会
計

　
　
　セ
ミ
ナ
ー

法
人
会
会
館

25
日

決
算
期
別

　
　法
人
説
明
会

ベ
ル
ヴ
ィ
宇
都
宮

８
月
２
日

決
算
期
別

　
　法
人
説
明
会

二
荒
山
会
館

３
日

時
局
講
演
会

ベ
ル
ヴ
ィ
宇
都
宮

９
月
６
日

全
法
連
長
崎
大
会

長
崎
市

20
日

パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

法
人
会
会
館

上
旬

本
部
・
支
部
・
部
会

役
員
合
同
懇
談
会

未
定

下
旬

８
日

中
小
企
業
会
計

　
　
　セ
ミ
ナ
ー

法
人
会
会
館

松
竹
大
歌
舞
伎
協
賛

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

７
月
13
日

秋
季
講
演
会

栃
木
県
教
育
会
館

11
月
16
日

これからの
企業のあり方とは

新
設
法
人
説
明
会

法
人
会
会
館

10
月
上
旬

経
営
安
定
セ
ミ
ナ
ー

法
人
会
会
館

24
日

秋 季 講 演 会

平成28年11月 16日㈬　
栃木県教育会館 大ホール

日 時

アムール法律事務所  代表弁護士

大渕 愛子  氏
講 師

場 所

無料入場料

公益社団法人 宇都宮法人会

14:00～15:40（受付13:30）


